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　切腹精神乏気象．天気7月号に聾藤順一氏の1‘故伐木

測候所葺大森虎之助君をしのぴて”と題して，大正m年

9月16日の異常進路を取った古風に対する警報処置の遅

れたことによって生じた責任を負って自殺した，大森虎

之助氏のここ、を書いている．叉近畿防災気象連絡会発行一．

の左いふ一ん第20号に“切腹”と題して乃木一葉氏が，一

簡単ながら，なかなか味のある随筆的風刺文を書いてい

る．オタマイ民族・（otamayと書いて逆に読むと大和民。

族となる）のたてているノー≧ン国（nohin）を逆に読な’」

と日本となる）の天皇がノムチク（nomun昧を逆に読・

む
．

と関門ζなる）海峡を海で渥る時，測候所長が天気予一

報を出した．と．ころ～“』予報は適中せず，今にも雨が降り歯一ミ

しそうマある1．所長は責任を感じr切腹の用意をしてい1

ると尊ろ・曇づていた空が晴れてきたので切腹をやめた

というのである．偶然に読んだこの二つの話は，それぞ

れ内容は異なるけれども・丙方共に明治から大正にかけ

ての切腹精神が，われわれ気象界の先輩の中にも例外な

く浸透していたことを示すもののようである．気象墨と

して時代の流れに樟さす1個の人間であるからやむを得’

ないことであろう．切腹精神など振り廻したら．今なら

誰も相手にしないだううが・気象の災害に対して天気予

報はどうであったかがまず問題になりそ

の責任追求の矛先が気象屋に向けられる

のは今も昔も変りはない．気象屋はあん、

まりいい商売ではなさそうだ。，11（κ）

　研究グル剛プ　“研究グループとかい

うやつがいくつもいくつもできて少々目

ざわりだね、、‘‘グループ外の人にはお目

ざわりでも，「盛に活動しているんだよ”
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　器用　“わたしは器用でしょう“．だから・…・『・”などと　　　壁

切咄された9では湘手は《ごいつ分獅》と首騰
をかしげるか，“大ぎく出なすった量a”・とでも受け止め先

る以外に手がない．，一rところが先目職場で絵を描こうβ　拶

というので・その道の先生に来てもらい・いろいろと絵三 互晃

の詣を聞いているうちに“器用な人はだめですね・一何塗　一「跨

やらしてもあるところまではいくけれども，それから先　　▽螺
醐なんです．そこ承跡細な人噂）でず欄

・ね添器用なりにう声く痴たら縮の道を開瞳賭。』ll叢

．ますからね”という説叩があ？孝・これだけ聞確拠，騰．

嫉‘挽し曜用酬は‘1わたしは小成しかでぎな編

いものです”瞳味にないり．｛描僑葉になる1』檬
器用はもとも≧賢者国家之器用也と使って意朱が違うか’で謹

らそん鯉屈にあてはまらないなどと紡議論はやめに一㌧構

瀦糊鷺魏瞬冷躍』講
暴鷺磐灘1繋難1難1・遷

し齢たけれども儲用人だけが堆で・くスで謁鯖． 繍
を受け・器用人が社会でも常に俸位に立っているのでば1　』1謬

　　　　　　　後世に残る名画は生れてこないだろう・1．

“何もあんなに細分じないでもいいじやないか？細分し

すぎると会員ひとりひとりがおらがグループを作るよう

になるね．一セク’ト主義におちいるよ”“まあそう極論す

るなよ．業績のあがっているのを酷評するとひがみに聞

えるよ”“ひがみとはけしからんなあ，好意的批評だ・よ”．．

“御好意ありがとう”“しかしだね，グル・』プ万能の感

はないかね？グループに属さない研究は軽視されるよう『

に見えるし，AのグループとBのグループの間の領域の

研究だって困るだろう．グループの真空地帯は救っても

らわなければやりきれないよ”“なるほど，・そういうふ

うにも見えるかね”，ず‘もう一つ問題があるんだ．細胞研

究グループぞく出のあげくのはてにぢね，総合研究グ～レ

ープというやつを作っておいてくれないか’芝“辛らうな

ひにくだね’ジ“そこまでいって，はじめてグル■プ万能

を認めるよ”“グル’rプがオールマイテイなどと誰も考

　　　　ダえていないよ”‘fオールマイ．デイをジョーカーで代用す

るどという手もあるさ”“善意あるひにぐだね”“まあい

いさ，大いにやりたまえ”　　　　で　　1　　（い）

気象の研究にづいても同じととが言える

などとお説教はしたくないし，しようど

も思わないが，少しばかり気になる．（1〉

数櫨予報グループを初めとして，学会

内部にいろいろの研究グル［プが組織さ．

れ，グループ研究を行なっている．これ

は4，5年前には見られない状態であっ．

た．気象学の内容がより睾富になり，分化され，そして

より複雑化して来ている今日，これは当然の帰結といえ．

る・斉研究グループが個入研穽の衆階を趣えて・グルー

プ研究を行なっているその成果は，期して待つべきもめ，

があろう．’

　だ魁もう」歩進玲て・各研究グル［プが共同で一つ

の問題をとりあげることを考えてはご鋼、．現状では，．

台風は予報あるいは気象力学的研究を進めているグル．一

プのみで取り上げ宅いる．あ為ヤ｝屯む．降雨現象は，擬結

核の問題をとりあつ傘っているグル酔プだけで研究が準，

められている．このような態度は，現象を一側面からの

み見ているということになる．極論すれば，このような

研究態度は，自分の穴の中からのみ世界を見ているとい

．えよう．問題をより広い立場から，より深い目で取り扱

うために，各研究グループ間の有機的な結びつきの下に

共同肝究がなざれるごとが必要ではないだろうか、なか

な傘難う・しい圏題だが，気象学における問題がもうその一

段階に達しているのではないだろうか．（Johe）．
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